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第６６号

行財政・経営改革の取り組み問う

やまだ議員 平成２８年

度決算における主要５基

金の積立て状況は。

区長 残高は５３６億円

です。学校改築やまちづ

くり、新庁舎建設、計画

的な区債償還への対応のため、基金残

高では十分とは考えていません。

やまだ議員 平成２９年度にマイナン

バーの導入に合わせ、区民事務所分室

のあり方を検討することになっていま

すが、その後どうなっていますか。

区長 一斉廃止を予定していますが

高齢化の特に著しい地域について一時

的な出張窓口で対応するなど一定の対

策を検討してます。

やまだ議員 「使用料・手数料などの

受益負担の適正化」について見解は。

区長 本年度は、三年に一度の検討

時期であり、平成３０年度改正案に取り

組んでいます。

やまだ議員 行政情報とＩＣＴの利

活用について、データ分析に基づく政

策立案の全庁的取組みが必要です。

区長 情報を安全に守る視点、有効

に活用する視点、両面を捉え、組織の

あり方も含め、データ活用の仕組みに

ついて検討します。

海 外 都 市 と 幅 広 い 交 流 を

やまだ議員 北区内には２万人を超

える外国人が在住しており、生活習慣

の違いからトラブル、子どもの学習支

援、災害時の外国人対応など課題が多

岐にわたっています。如何ですか。

区長 北区は、これまで相互理解を

深めるため北区国際交流・協力ボラン

ティアの登録制度や区民まつりでの国

際ふれあい広場、国際交流紙の発行、

外国人のための防災講座を実施してい

ます。本年５月設置の「多文化共生指

針策定検討会」でも検討しています。

やまだ議員 国際化事業を推進する

ための「北区多文化共生推進センター」

を設置するよう求めます。

区長 北区の実情にあわせて組織の

あり方を検討します。

乳幼児期、就学前のケアと教育

やまだ議員 乳幼児期、就学前の親

子への教育とケアの考えを伺います。

教育長 妊娠時から就学前の子育て

を支援する「子育て応援団事業」で子育

て家庭をきめ細かに見守っています。

やまだ議員 子どもセンターに、子

育て支援サービス機構を集約し、妊産

婦から乳幼児親子、就学前親子の居場

所や子育てサークルなどの事業の相談

窓口を一本化すべきです。

教育長 検討してまいります。

やまだ議員 厚生労働省通達の「入

園予約制」に「０歳児の一年間、安心

して育児休業を取得しよう」とのメッ

セージが込められています。ワーク・

ライフ・バランスや働き方改革が進み

誰もが望めば０歳児の間の在宅育児が

かなう社会の仕組み作りが大切です。

教育長 ワーク・ライフ・バランス

にかかわる制度を導入する際に活用す

る厚労省の支援策について助言を行っ

ていきます。

特養待機者対策の今後の課題

やまだ議員 特別養護老人ホームの

待機者対策として、国内の友好都市と

連携して保養施設の併設やバス定期便

など、遠隔地区域外特養の整備を考え

ては如何ですか。

区長 今後、研究を進めます。

北区はこのほど、公益財団法人日本オリンピック委員会

（以下「ＪＯＣ」）と「パートナー都市協定」を締結しま

した。

ＪＯＣは、平成１３年に日本選手の国際競技力向上戦略を

策定し、味の素ナショナルトレーニングセンター（「ＮＴ

Ｃ」、北区西が丘３の１５の１）を競技別強化拠点に加え、

都市（全国２６自治体）と連携し、強化拠点ネットワークの

構築を進めています。

ついては、ＮＴＣを区内に有する北区とＪＯＣ間で「パ

ートナー都市協定」を締結し、区のスポーツ関連事業のさ

らなる推進を図るとともに「トップアスリートのまち・北

区」のシティプロモーション活動を展開していくことにな

りました。北区における連携内容は次のとおりです。

・オリンピック・ムーブメント推進事業への協力

・国際競技力向上事業への協力

（スポーツ施設等の利用・使用料の減免措置）

・ＪＯＣとの連携による諸事業への支援・協力

◇

協定期間は、締結日から翌年３月末まで（以下、一年単

位に自動更新されます）。

北区自民だ よ り 平成２９年秋号 （２）
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皆様と区政の「パイプ役」自民党議員団

皆様の政策に対するご意見・ご要望をお寄せ下さい FAX（３９０５）７６５０ ホームページアドレス http : //www.kita–jimin.jp/
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やまだ加奈子議員の代表質問要旨（９月定例区議会）

北区はＪＯＣとパートナー都市協定締結


